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ENGase を利用したタンパク質の位置選択的な PEG 化法の開発
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近年、生体内寿命の延長を主な目的としたペプチドやタンパク質へのポリエチ

レングリコール(PEG)修飾が注目されている。我々のグループではその手法の１つ

として ENGase などの糖加水分解酵素の糖鎖転移活性を利用した位置選択的なタ

ンパク質の PEG 化法の開発を行っている。 
まず下図に示したように、PEG 鎖含有糖オキサゾリン体を PEG 化試剤として用

いることで様々な GlcNAc－タンパク質へ転移反応を介して PEG 鎖を導入できる

ことを明らかにした。さらに糖オキサゾリン体に導入した PEG 鎖が転移反応に及

ぼす影響についての検討も行った。すなわち、PEG 鎖の導入位置や長さの異なる

様々な糖オキサゾリン誘導体を合成し、それらを PEG 化試剤とした ENGase によ

る転移反応を行うことで PEG 鎖の糖転移反応に対する影響を検討した。その結果、

糖オキサゾリンに導入した PEG 鎖の本数が少なくなるにつれて転移収率が高くな

るということが明らかとなった。一方で PEG 鎖の導入位置や長さによる影響は本

数の差ほど大きくないことも判明した。また、PEG 鎖の導入された転移生成物の

各種 ENGase や PNGase に対する安定性などについても検討したので、それらの結

果も併せて報告する。 
 

 


